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２００６年初夏号 

 

今年のリトリートについてのお知らせ  
  ・・・今年のリトリートの参加者募集は行いません。申し訳ありません・・・ 

   
今、かなの家ではラルシュとして続けていくためにたくさんの問題、課題を抱えて、 

試行錯誤しながら取り組んでいる状態です。 
また障害者自立支援法の変化に対応するためにとても忙しい毎日を送っています。 
アシスタントも減り今までどうりのリトリートをするのは難しいと感じています。 

皆さんのかなの家に対する思いをリトリートを通しいつも実感していました。その思いを 
もらえなくなることは私達にとってとても残念です。 
申し訳ありませんが、このような事情で今年は一般参加を募集せずに、ラルシュを目指すグループで小さなリ

トリートをする予定です。ご理解ください。 
お時間がありましたらかなの家においで下さい。祈りの時間をご一緒できればうれしいです。また 11 月のフ

ァミリーデイにもどうぞご参加下さい。お待ちしています・・！！ 
来年のリトリートはまだどうするかは決まってませんので、ご意見を聞かせてください。 
 
          

2001 年からコミュニティーリーダーを務めてきた林孝一

が2006年4月でその任期を終了しました。お疲れ様でした。 
 

 見えないんだけど           林 孝一 
凍るような寒さ汗ばむ陽気を繰り返すこの春に、ラル

シュアジアウエストゾーンの新しい責任者マイク、ヌー

ナンが訪問してくれました。３人の前理事の方々、２人

の司祭、すべてのアシスタント、仲間たちと数多くの面

談、会議がありました。そのうえで彼は、現在はラルシ

ュの理事会もなく新しいコミニティーリーダーを識別す

ることはできませんという判断でした。法的な整備、財

政の明確化といった構造的な問題とともに、より深く霊

的な導きをみなで祈り願うことだと感じました。しかし、

私もまた顔を上げ背筋を伸ばし多くの困難を感じながら

もラルシュへの道を歩んでいくんだという気持ちになり

ました。かなの家がラルシュとして再出発していく大切

な時期だと感じております。新しいコミニティーリーダ

ーの誕生まで、西田さん、健二さんが共同でコミニティ

ーリーダーの役割を担って下さる事になりました。 
私は２００１年１１月より現在までの任期を終える

事になりました。この間、皆様方、とご一緒に歩ませて

いただいたこと心より感謝申し上げます。 
私のこの４年半を振り返ってみると、支えてくださった

いろいろな方が居られますが、その人たちが私と偶然に

出会ったり、繋がったりしたのでなく、目に見えないな

にかにひとつにつながり、ひとつの働きの上で私をささ

えてくれたのだとしみじみ感じています。そのつながり

にある力がずうっと働いていたのだなあといういう感じ

です。私の個性とかいったものより私を作ってくれた多

くの人とのつながりの方が大事になり、この大きな場で

私は生きてきたという気がするのです。何かに運ばれ、

何かに押されて歩んできたんだなと感じています。その

働きは私の弱さの内に、わたしの闇の中に 
 多くの痛みと苦しみがありました。皆様方それぞれに

それぞれのありようで担ってくださったことにもまた、

人とのつながりの中で何かの力に動かされ、働きに応え

ようとしてくださったのだと思っています。 
 私が人生の後半期にこのような心の変化を体験できた

ことも「ラルシュ」のひとつ要素なのかもしれないと思

っています。人を傷つけ傷つけられることを受諾できは

しなかった。申し訳ないと思うとともに、仲間たちの飾

らない優しさに触れることができたかけがえのない時間

を共有できたこともまたその通りだったと思います。 
コミニティーは「ゆるし」と「祝い」の場だとますます

身に沁みてきています。 
 コミニティーリーダーの任期をラルシュの権威のもと

で終えることができた今改めて、ラルシュととも歩んで

くださっているおひとりおひとりに感謝申し上げます。 
どうぞ、これからも様々のありよう、様々なつながりで

ともに歩んでくださること心より願っております。 こ

の春、新しい仲間に出会えました。彼女は自分のこと「わ

たしは鬼嫁よ」だって。みんなと一緒に泣いたり笑った

り腹を立てたりしましょうね新

人さん。 
 感謝のうちに 
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かなの家のなかま         －柴田ゆうきさん－ 
 

この文章
ぶんしょう

を書く
か

ために柴田
し ば た

さんにインタビューをさせてもらったところ、ひとつひとつ丁寧
ていねい

にゆっくりと

答
こた

えて下
くだ

さいました。柴田
し ば た

さんはいつも柴田
し ば た

さんのペース
ぺーす

を崩さず
くず

に歩んで
あゆ

いるように見えます
み

。 

朝 8 時
あさ

過ぎ
す

に歩いて
ある

作業所
さぎょうしょ

にやって来る
くる

姿
すがた

。好き
すき

だというシャンプー
しゃんぷー

やリンス
りんす

の液体
えきたい

の仕事
しごと

をする姿
すがた

。

月
つき

に一度
いちど

の誕生会
たんじょうかい

で歌
うた

を披露
ひろう

してくれる姿
すがた

。作業
さぎょう

所内
じょない

の洗濯物
せんたくもの

を洗ったり
あら

干したり
ほ

している姿
すがた

。どの場面
ばめん

で

も柴田
しばた

さんの時計
とけい

がチクタクチクタク
ちくたくちくたく

流れて
なが

います。 

夕方
ゆうがた

の 5時
じ

頃
ごろ

に家
いえ

に着いて
つ

からは、家族
かぞく

のみんなが朝食
ちょうしょく

の時
とき

に使った
つか

食器
しょっき

を洗い
あら

、家中
かちゅう

の雨戸
あまど

を閉めて
し

、

洗濯物
せんたくもの

を干して
ほ

、夕食
ゆうしょく

の支度
したく

の手伝い
てつだい

をするそうです。私
わたし

の知らない
し

家
いえ

での様子
ようす

ですが、なんだかするする

と想像
そうぞう

してしまいます。そしてそこに柴田
しばた

さんの一呼吸
ひとこきゅう

一呼吸
ひとこきゅう

が聞こえて
き

くるように思います
おも

。 

柴田
しばた

さんの姿
すがた

の側
がわ

にいると、「何
なに

も焦らなくて
あせ

いいんだよ。あなたはあなたの

ペース
ぺーす

で生きたら
い

いいんだよ。」というメッセージ
め っ せ ー じ

を与えて
あ た

もらっているように

感じます
か ん

。 

柴田
し ば た

さんの口
く ち

から過去
か こ

のつらかった話
はなし

を聞いた
き い た

こともありますが、今
いま

は作業所
さ ぎ ょ う じ ょ

で み ん なと一緒
いっし ょ

に い て 楽しい
た の し い

そ う です 。 どん な とこ ろが楽しかったり
たの

嬉しかったり
うれ

するの？と聞く
き

と、「D君がお
くん

はようって言って
い

くれるところ。」「Ｍ

さんがおはようって言って
い

くれるところ。」「Ｈさんがおはようって言って
い

くれる

ところ。」と答えて
こた

くれました。言葉
ことば

のない仲間
なかま

たちの言葉
ことば

に嬉しさ
うれしさ

を感じて
かん

いる

柴田
しばた

さんがいいなと思いました
おも

。 

 
 
かなの家のなかま          －野村 安一さん－ 

 
4月

がつ

のあるお祝い
おいわい

の行事
ぎょうじ

の日
ひ

、みんなで円く
まるく

なって座り隣
すわりとなり

の人
ひと

の「手
て

」についてどんなすばらしい働き
はたらき

をす

るか言い合いましょう
いいあい

ということをやりました。その時
とき

、野村
の む ら

さんは「心
こころ

を表す
あらわす

手
て

だと思います
お も い ま す

。手
て

をもみ

ながら、いたずらを考えて
か ん が え て

いたり、悩み事
な や み ご と

をもっていたりするけど、人
ひと

を迎え入れたり
む か え い れ た り

、ミサ
み さ

の主
しゅ

の平和
へ い わ

の

ときみんなに握手
あ くし ゅ

をしてまわったりして、みんなに幸せ
しあわせ

を分けて
わ け て

くれる手
て

です。」というような言葉
こ と ば

をもらっ

ていました。そうだなと思います
お も い ま す

。 

他
ほか

にはどんなことがあるかなと考えて
か ん が え て

みると、私
わたし

と同じ家
お な じ い え

に住む
す む

野村
の む ら

さんは度々夕食のとき、ジュースや

お酒
お さ け

を分けて
わ け て

くれ注いで
そ そ い で

くれました。大好き
だ い す き

なろうそくを手作り
て づ く り

したり、家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

に手紙
て が み

をしたためたり

する姿
すがた

をよく見ました
み ま し た

。石けん工場
せ っ け ん こ う じ ょ う

の仕事
し ご と

が好き
す き

で、車
くるま

の部品
ぶ ひ ん

の内職
ないしょく

が得意
と く い

だと言います
い い ま す

。絵画
か い が

サークル
さ ー く る

で

絵
え

も描きます
か き ま す

。 

年末
ねんまつ

のお餅つき
お も ち つ き

のとき白い
し ろ い

粉
こな

をみんなの顔
かお

につけて走り
は し り

まわった

り、空
そら

の牛乳
ぎゅうにゅう

パック
ぱ っ く

をどうぞどうぞとお客
おき ゃ く

様
さま

にすすめたり、誕生会
たんじょうかい

のケーキ
け ー き

の生クリーム
な ま く り ー む

を誰か
だ れ か

の顔
かお

につけたくてうずうずしたり、

可笑しな
お か し な

こともするけれど、人
ひと

との関わり
か か わ り

の中
なか

で野村
の む ら

さんの「手
て

」

の働き
はたらき

は大きい
お お き い

なと思いました
お も い ま し た

。 

 
仲間の記事は、内容、本人名の記載を本人同意の上、橋本が書きま

した。 
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4 月の末に、二人のアシスタントが旅立って行きました。 

かなの家のハンディーを持った仲間たちから、たくさんのものを学んだ事と思います。 
卒業おめでとう。橋本さんと水野さんの新しい歩みにエールを送ります。 

 

 橋本恵理子さんから 
春はだいたいゴールデンウィークの頃でしょうか、お

茶畑の黄緑色がうっとりするくらいきれいで誰かに見せ

てあげたくなりました。 
 夏は毎日みんなで暑い暑いと言って過ごし、作業所の

畑でとれたナスやトマトやキュウリをどっさり食べまし

た。 
 秋はかなの家のお祭り（ファミリーデー）が終わった

頃、気がつくと裏山が色づいていて足久保の地の紅葉も

なかなかいいなあと思うのでした。 
 冬は毎日みんなで寒い寒いと言って過ごし、それでも

お餅つきやらサッカー大会やら外で元気に過ごしました。 
 毎年同じような繰り返しで、でもやっぱり去年とはち

がっていて、おもしろいなと思いました。その日常の中

でやさしくなれないとき、落ち込むとき、できないとき、

逃げるとき、こうありたくないなと思う自分に出くわす

ことも度々でしたが、みんなと暮らせてわたしの心と体

はうれしかったです。感謝。 
 
              
 

 

 
 

水野成人さんから 
かなの家の皆さんお元気ですか。少しずつ暑くなって

きましたね。皆さん体調をこわしてはいませんか。旅行

のほうも楽しかったようで、一緒に行ったことを思い出

します。 
こちらは田んぼの準備で忙しくなってきました。体調も

よく元気でがんばっています。 
作業所での畑仕事を思い出し、いい汗をかきながらすご

しています。 
そちらも順調にいっていますか。互いにゆっくり歩みま

しょう。 
また、遊びに行きます。そのときは、かわいがってやっ

てください。 
おからだに気をつけて、がんばりましょう。 
            

急募！ 
共に生きるアシスタント 

まず体験に来て、見てください。 

お電話下さい ０５４－２０６－０８３０ 

 



５ 

 

 

せっけんの販売にご協力お願いいたします       

     

  今までもたくさんの方々が、かなの家せっけんをご愛用くださっています。  

 そして、作業所のハンディーを持った仲間の給料を保障するためにもっとたく  

さん買っていただきたいのです。  

 すでにお使いの皆様・・お知り合いにお勧めください  

 まだお使いでない皆様・・一度お試しください  

よろしくお願いいたします・・！！ 

    

「今日のメニューは・・？」  
 
さあー全部用意が整って、これで、御飯の盛り付け

……？  ウソー,スイッチ入ってないヨー！頭の中が

パニックどうしよう、皆来ちゃうようー！こんなドジ

を踏みながら、私の食事作りも、かれこれ５年目に入

っています。様々な料理を作り、時には自分でも出来

上がりがどんな物か、予想もしなかった料理がヒラメ

キの一味で思わぬ上出来だったりして、また子供の頃

亡き母が作ってくれたがんもどきの煮物をあゝ自分

もまたこうして作っているんだとホロッときたりし

て。３０人分の食事作り大変ネッて言われるけれど、

楽じゃないけど、反面ストレートの反応が返ってきて

面白いのです。 
作業所の一押しメニューはなんと言ってもカレー

ライス、その次に炊き込み御飯、これらの時は前日か

ら明日は「カレーカレー！」、やっぱり国民食なんだ

なあー。その次は月に一度の誕生会メニューです。希

望の献立もいつもの盛り付けにちょっと手を加え、そ

れらしくお祝い気分に喜んでもらえるか少し私としては 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
がんばっちゃうのです。 
毎日台所で野菜を刻む音、湯を沸かす音料理のにおい、

そんなさりげないことでやすらぎを与えてくれる                

雰囲気が私は好きです。時には台所と食堂を隔てる板

に肘をつきながら、昨日あったこと、けんかした後の

仲直りの仕方を相談に乗る人、そんなさりげない日常

の中に仲間と一緒に私もいることを感じます。アシス

タントをはじめ仲間の人達も、いろんなところで私を

助けてくていれます。毎日のゆきさんのふきん干し、

戸田さんの窓あけ、小野田さんのゴミ出し、そんな後

押しの中でやっていかれるのです。 
食は楽しみの一つですから、これからも美味しい食

事作りを心掛けて、皆の健康のためにも栄養バランス

の工夫を考えて、毎日の食事作りに励みたいと思って

います。 
                 相 馬 和 子 

 

毎日、おいしいお昼ごはんを作ってくれる相馬さん 
そのバイタリティーはどこからくるの・・・？ 

わたしたちが作った 
せっけんを使って 
ください。 


